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新
宿
区
の
市
谷
砂
土
原
町
一
丁
目
と

は
ら
い

同
二
丁
目
の
境
を
、
西
北
方
の
払

か
た方
町
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
上
る
坂
が
あ

じ
ょ
う

る

り

る
。
名
前
を
「
浄
瑠
璃
坂
」
と
い
う
。

東
側
に
日
本
図
書
普
及
、
西
側
に
ル
ー
テ

ル
市
ヶ
谷
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

浄
瑠
璃
坂
の
一
帯
は
高
級
住
宅
地
で
、

閑
静
な
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。
以
前
は

古
風
な
平
家
造
り
が
多
く
、
広
い
庭
か
ら

樹
木
が
坂
に
枝
を
伸
ば
し
て
い
た
が
、
最

近
に
な
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
て
変
わ
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
車
の
往
来
も
少
な
く
、

街
全
体
が
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
る
。

浄
瑠
璃
坂
の
坂
名
の
由
来
に
は
諸
説
あ

あ
や
つ

る
。
�
昔
、
こ
の
坂
上
に
操
り
人
形
浄
瑠

璃
の
芝
居
小
屋
が
あ
っ
た
。
�
昔
、
坂
の

近
く
に
天
台
宗
・
光
円
寺
と
い
う
寺
が
あ

り
、
そ
の
本
尊
は
薬
師
如
来
だ
っ
た
。
こ

し
ゅ
み
せ
ん

の
如
来
は
須
弥
山
に
あ
る
東
方
浄
瑠
璃
国

の
教
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
浄
瑠
璃
坂
の
名

が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
�
江
戸
時
代
、
坂

お
お
い
の
か
み

の
西
側
に
紀
伊
新
宮
藩
主
・
水
野
大
炊
頭

の
上
屋
敷
が
あ
り
、
屋
敷
の
長
屋
が
坂
に

沿
っ
て
六
段
に
な
っ
て
い
た
。
六
段
で
完

結
し
た
浄
瑠
璃
に
か
け
て
浄
瑠
璃
坂
と
呼

ん
だ
と
い
う
。
�
浄
瑠
璃
坂
と
い
う
地
名

は
水
野
家
の
屋
敷
が
で
き
る
前
か
ら
あ
っ

て
、
実
は
坂
そ
の
も
の
が
六
段
に
波
う
っ

て
い
て
、
六
段
坂
と
呼
ぶ
べ
き
を
浄
瑠
璃

の
六
段
に
か
け
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

こ
の
浄
瑠
璃
坂
を
有
名
に
し
た
の
は
、

寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
二
月
二
日
に

あ
だ
う

起
き
た「
浄
瑠
璃
坂
の
仇
討
ち
」で
あ
る
。

赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
（
一
七
〇
二
年
）

の
三
十
年
前
の
こ
と
。
坂
上
を
左
、
右
、

左
折
し
て
い
く
と
、
市
谷
鷹
匠
町
四
番
地

に
大
日
本
印
刷
市
谷
松
柏
寮
が
あ
り
、
そ

こ
が
仇
討
ち
の
舞
台
で
あ
っ
た
。
事
件
の

概
要
を
述
べ
た
説
明
板
が
あ
る
。
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浄
瑠
璃
坂
が「
六
段
坂
」だ
っ

た
と
い
う
よ
う
に
、
段
数
を
元

に
し
た
坂
は
他
に
も
あ
る
。

最
も
有
名
な
の
は
千
代
田
区

の
「
九
段
坂
」
だ
。
台
東
区
池

之
端
四
丁
目
２２
と
１６
の
間
に
は

「
三
段
坂
」
が
あ
る
。
明
治
二

十
年
代
に
開
設
さ
れ
た
新
坂
。

ま
た
、
品
川
区
大
崎
二
丁
目

９
と
西
品
川
三
丁
目
１６
の
間
に

「
百
反
段
」
が
あ
る
。
坂
下
の

百
反
耕
地
か
ら
の
上
り
坂
と
い

う
由
来
の
他
に
、
長
坂
で
「
百

段
」
も
数
え
ら
れ
た
た
め
と
い

う
説
も
あ
る
。

奥の松柏寮の塀に「仇討ち」の説明板
が立っている。

浄瑠璃坂アクセス

▲

有楽町線・南北線市ヶ谷駅６番を出てすぐ左折すると坂下へ。JR、都営新宿線の場合は市ヶ谷橋を渡り右折、３本目を左折する。




